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平成１７年３月期  第１四半期財務・業績の概況（連結） 
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              責任者 広報部長    森 淳 
 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無： 無 

 
 
２．平成１７年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１６年４月１日 ～ 平成１６年６月３０日） 

（百万円未満切捨） 
（１） 経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      当期(四半期)       
純 利 益       

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

１７年３月期第 1四半期 141,972 27.0 △ 2,107 － △ 3,147 － △ 2,616 －

１６年３月期第 1四半期 111,812 15.3 △ 13,084 － △ 14,101 － △ 11,063 －

(参考)16 年３月期 654,214 11.7 21,606 － 12,459 － 1,328 －

 

 
1 株当たり 

四半期(当期)純利益 

潜在株式調整後 1株当たり

四半期(当期)純利益 
 円    銭 円    銭

１７年３月期第 1四半期 △ 4.28 － 

１６年３月期第 1四半期 △ 18.08 － 

(参考) 15 年 3 月期 2.17 2.17 

  
(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 
 
 

① 当期の概況 

当四半期の日本経済は、輸出の増加や設備投資の回復に加え、企業業績の改善が家計にも好影響

を与え始め、またデジタル家電などを中心に個人消費も緩やかに増加の傾向を示すなど、全体として

堅調に推移しました。 

当社の事業領域においても、金融機関による投資回復、オフィス向けカラープリンタ需要の拡大、

通信キャリアの地域ＩＰ網の拡充、半導体市場の好調など、おおむね順調な事業環境でした。 

このような市場環境のもと、当四半期の連結売上高は前年同期比２７％増の１，４２０億円とな

りました。連結営業損益は２１億円の損失でしたが、前年同期の１３１億円の損失から１１０億円改

善しております。収益改善の要因は、一昨年来の事業構造改革の成果や、注力事業分野へのリソース

集中による売上高の増加などによるものです。連結経常損益につきましても同様に、前年同期１４１

億円の損失から１１０億円改善し３１億円の損失となりました。連結四半期純損益は２６億円の損失

で、前年同期の１１１億円の損失から８５億円改善しました。 
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② 事業セグメント別の状況 

【情報セグメント】 

 業務改善効率に対応した事務集中システムなどへの金融機関の投資拡大により金融ソリューショ

ン事業の売上が拡大したことに加え、欧米を中心としたオフィス向けカラープリンタのシェアが引き

続き拡大していることもあり、外部顧客向け連結売上高は前年同期比１７．３％増の６７６億円とな

りました。営業損益は９億円の損失でしたが、売上高の増加、海外生産の拡大や調達コストの低減に

よるコスト構造の改善が寄与し、前年同期から１７億円改善しました。 

【通信セグメント】 

 映像配信などの新しいブロードバンドＩＰサービスやＩＰ電話サービス拡大に伴って通信キャリ

アの地域ＩＰ網の拡充が進んだほか、企業のＶｏＩＰシステムの導入などにより、外部顧客向け連結

売上高は前年同期比３８．６％増の２３０億円となりました。営業損益については２億円の損失とな

りましたが、売上増加が寄与し、前年同期から２５億円改善しました。 

【電子デバイスセグメント】 

 半導体市況が継続して好調であったことに加え、当社が得意とするＰＨＳ用ベースバンドＬＳＩ、

携帯電話向け音源ＬＳＩ、液晶パネル用ドライバＬＳＩなどの「パーソナル＆モバイル」市場向け商

品の売上拡大により、外部顧客向け連結売上高は前年同期比３８％増の３７６億円となりました。営

業損益は増収に伴い、前年同期から６０億円改善し１２億円の利益となりました。 

 
 
（２） 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭

１７年３月期第１四半期 583,449 110,479 18.9 180.63

１６年３月期第１四半期 606,443 92,451 15.2 151.12

(参考) 16 年 3 月期 609,560 110,499 18.1 180.66

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

１７年３月期第１四半期 10,450 △  9,029 △  8,378 51,366

１６年３月期第１四半期 △     973 △    3,002 4,821 30,321

(参考) 16 年 3 月期 92,269 △  19,202 △  43,564 58,075

 
 

① 総資産等の状況 

 前年度末に対して総資産は２６１億円減少しましたが、株主資本がほぼ横ばいだったため、株主資

本比率は１８．９％と０．８ポイント上昇致しました。 

 増減の主なものは、流動資産では棚卸資産が１３３億円増加、受取手形及び売掛金が３９６億円減

少しており、固定資産では有形固定資産が５億円増加、投資有価証券が３５億円増加しております。 

 また、負債は２６１億円減少しておりますが、主なものは、支払手形及び買掛金の９９億円の減少

であります。なお、有利子負債につきましては、前年度末より８０億円減少し、２，８３４億円とな

っております。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当四半期の営業キャッシュ・フローは、当期純損益の大幅な改善、運転資金の圧縮などにより、前

年同期の１０億円の支出に対し１１４億円改善し、１０４億円の収入となりました。 

 投資キャッシュ・フローにつきましては、設備支払高が増加し前年同期の３０億円の支出に対し 

６０億円悪化して、９０億円の支出となりました。 
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 営業キャッシュ・フローと投資キャッシュ・フローとをあわせたフリー・キャッシュ・フローは前

年同期の４０億円の支出に対し５４億円改善し、１４億円の収入となりました。 

 財務キャッシュ・フローは、短期借入金の減少３０億円、長期借入金の返済５３億円等により、  

８４億円の支出となりました。 

 その結果、現金同等物等の四半期末残高は前期末５８１億円から６７億円減少し、５１４億円とな

りました。 

 
 
（３）平成１７年３月期の連結業績予想（平成１６年４月１日 ～ 平成１７年３月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり予 
想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

【今回予想】   

中   間   期 310,000 0 △  4,500 △  6,000 △  9.80

通       期 680,000 29,000 20,000 10,000 16.33

【前回(4/27)予想】   

中   間   期 290,000 △  2,000 △  6,500 △  6,000 △  9.80

通       期 680,000 29,000 20,000 10,000 16.33

【参考】前年通期実績 654,214 21,606 12,459 1,328 2.17

 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

 日本経済におきましては、企業のみならず個人消費においても、景気の堅調な回復が続くものと見ら

れます。当社の平成１７年３月期中間期業績予想につきましては、金融ソリューション事業、キャリア

向けＩＰネットワーク、半導体事業において売上高の増加が見込まれるため、上記の通り４月２７日の

公表値から修正いたします。 

平成１７年３月期連結業績予想につきましては、下半期における情報通信分野での価格競争、半導体

での需要動向など不透明な要素が見込まれるため、現時点では４月２７日の公表通りとさせていただき

ます。 

 

 

以  上 
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